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令和７年度 第３回 経営協議会議事要録 

 

 

日  時 令和７年10月22日（水）16時00分～17時20分 

開 催 方 法 Web会議（Zoom） 

出 席 者 【委 員】中野学長 

青木委員、朝霧委員、荒木委員、木下委員、内藤委員、平子委員、福原委員、 

森本委員、大月委員、加藤委員、蜂谷委員、植木委員、黒住委員、中田委員 

【陪席者】野口理事、大槻理事、長谷部監事、稲葉副学長、屋敷副学長、西野副学長 

 

 

Ⅰ 前回議事要録の確認 

１．令和７年度第２回経営協議会議事要録について 

中野学長から、令和７年度第２回経営協議会議事要録案について、資料１に基づき説明があ

り、確認の後、確定した。 

 

 

Ⅱ 審議事項 

１． 令和７年度国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況の確認について 

大月理事・副学長から、令和７年度国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況の確認につ

いて、資料２に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

 

Ⅲ 報告事項 

１．役員補佐について 

中野学長から、役員補佐の任期満了による交代について、資料３に基づき報告があった。 

 

２．令和８年度概算要求について 

植木理事・副学長から、令和８年度概算要求について、資料４に基づき報告があった。 
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Ⅳ その他 

１． 大学連携制度について 

中野学長から、大学連携制度について、資料５に基づき報告があった。本議題に係る学外委

員からの主な意見は次のとおり。 

 

〇大学が事務業務に多くの労力を割かざるを得ない状況にあり、教育・研究への集中を可能とす

る体制整備が求められる中で、経営効率の面からもどのような形態による連携が望ましいのか

を考える必要がある。 

 

〇連携はあくまで手段であり、目的化すべきではない。学生および教職員それぞれの立場にお

けるメリットを明確化し、具体的な形にしていくことが求められる。 

 

〇職員のスキル向上および人材不足への対応という観点から、大学間連携による職員の能力開発

および人的リソースの共有も重要になるであろう。 

 

２．株式会社の設立について 

西野副学長から、株式会社の設立について、報告があった。 

 

３．未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業（FLAGs）の採択について 

中野学長、加藤理事・副学長から、未来を先導する世界トップレベル大学院教育拠点創出事業

（FLAGs）の採択について、報告があった。 

 

 

［配布資料］ 

１ 令和７年度第２回経営協議会議事要録（案） 

２ 令和７年度国立大学法人ガバナンス・コードの適合状況の確認について 

３ 執行部体制（令和７年９月１日付） 

４ 令和８年度概算要求について 

５ 一法人複数大学制度および大学等連携推進法人の概要 


